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1 は じ め に

乳牛個体の 1日 の乳成分値及び体細胞数は, 1日 の搾乳

時毎の分析値を用いて算出している。この場合,分析値に

欠測が生じると,試料乳の再採取と分析が必要となる。 こ
のため,1日 2回搾乳での朝または夕方搾乳のいずれかの

分析値から, 1日 の乳成分値及び体細胞数を推定する方法

について検討した。

なお,本報告では 1日 の開始搾乳時を夕方とするター朝

の試料乳採取方式である。また,牛個体の夕方の試料乳を

夕乳,朝の試料乳を朝乳,及び 1日 の乳成分値を表す対象

となる試料を日乳という用語により表現した。

2試 験 方 法

(D 試験期間 :平成 3年 1月 ～12月

2)材 料 牛 1秋田畜試繁養のホルスタイン種59頭
(3 搾乳方式 :PM4時及びAM5時の1日 2回搾乳
(4)試料乳採取 :月 1回

(5)試 料 数 :延べ372頭

6)測定成分と測定方法
1)1旨肪率,蛋自質率,乳糖率,無 1旨同形分率,全固

形分率 :Milko Scan 133B

ただし無脂固形分率及び全固形分率は構成成分率の和に

灰分率設定値107%を足して求めた算出値である。

2)体細胞数 :Fossomatic 90
7)検討方法
データの検討は,脂肪率,蛋自質率,乳糖率及び体細胞

数の測定機で直接測定される成分 (直接測定成分)は ,夕

乳及び朝乳の成分値とそれぞれの日乳の成分値との関係に

ついて単相関で行い,相関係数が095以上になる関係につ

いて,回帰による推定が有効と判定して
の
,回帰式を作成

することとした。

無脂固形分率及び全国形分率の検討は,構成するすべて

の直接測定成分で,日 乳の成分率の推定が有効な場合に行

うこととした。検討は,夕乳または朝乳の直接測定成分に

ついて,それぞれの日乳推定値を算出し,それを無脂固形

分率及び全固形分率の算出式にあてはめて日乳の推定値を

算出し,それぞれの日乳成分値との関係について行うこと

とした。

3 試験結果及び考察

0)脂肪率,蛋自質率及び乳糖率
脂肪率,蛋自質率及び乳糖率の夕乳及び朝乳の成分値と

日乳の成分値の相関係数を表 1に示した。いずれも相関係

数は087以上で高く,ま た夕乳と日乳の関係よりも,朝乳

と日乳の関係の相関係数が高かった。

ただし,相関係数が095以上になったのは,蛋 白質率及

び乳糖率の夕乳及び朝乳と日乳との関係であった。その回

帰式を表 2に示した。

表 1 脂肪率,蛋自質率,及び乳糖率の夕乳及び朝乳
と日乳間の相関係数
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表 2 蛋自質率及び乳糖率における,夕乳または朝乳
の成分値からの日乳成分値推定のための回帰式

脂肪率の変動について,原田ら
1)は
,泌乳能力判定の簡

易化のために行った,月 1回の午前あるいは午後の搾乳デー

タを用いた305日 推定乳脂量と完全記録乳脂量との検討の

なかで,こ れらの相関係数が095以上にならなかったこと

を報告している。このことも1日 の搾,L時毎の脂肪率の変

動の大きさが影響しているのではないかと考える。

2)無脂固形分率及び全固形分率
無脂固形分率は,構成する蛋自質率及び乳糖率による,

日乳蛋自質率=0932×夕乳蛋自質率+0192

=0977×朝乳蛋自質率+0081

日乳蛋自質率=0978×夕乳蛋自質率+0086

日乳蛋自質率=0954×
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表3 夕乳または朝乳からの日乳無脂固形分推定値の
算出式

夕乳及び朝乳からの日乳の推定が有効であったので検討を

行った。

無脂固形分率における,夕乳及び朝乳からの,日乳成分

値を推定する式を表 3に示した。この日乳成分推定値と日

乳成分値との相関係数と差の標準誤差を表 4に示した。相

関係数は夕乳及び朝乳のいずれも097以上と高く,差の標

準誤差も01%未満となり推定式は有効と考えられた。

全固形分率は,構成する脂肪率において有効な推定がで

きないため検討を行わなかった。

13)体細胞数

体細胞数の夕乳及び朝乳の成分値と日乳の成分値の相関

係数を表 5に示した。検討した他の成分と同様に,夕乳と

日乳の関係よりも,朝乳と日乳の関係の相関係数が高かっ

た。また,いずれも相関係数は096以上で高く,単回帰に

よる推定は有効と考えられた。その回帰式を表6に示した

4 ま と め

1日 2回搾乳における,牛個体の夕方あるいは朝の乳成

分値から,1日 の乳成分値を推定する可能性を明らかにす

る目的で,夕方及び朝の成分値と1日の成分値との関係に

ついて,単相関により検討した。その結果,蛋自質率,乳

糖率,無脂固形分率及び体細胞数では相関係数は095以上

であった。このことから,これらの成分においては夕方あ

るいは朝のいずれかの成分値から1日 の成分値を推定する

ことが可能であると考えられた。
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表4 無脂固形分率における日乳成分推定値と日乳成
分値との相関係数

表6 牛乳 1″中体細胞数の夕乳及び朝乳と日乳との
相関係数

n=361 ・・Pく001

表6 夕乳または朝乳の体細胞数からの日乳体細胞数
推定のための回帰式

日乳体細胞数(1″)=0903× 夕乳体細胞数(/″)+4902

日乳体細胞数(1醜)=1013× 朝乳体細胞数(/口)+6236

式帰回

灰分率設定値=107
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